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	応用
	抗原情報
	背景
	標的遺伝子のプロモーター領域にある抗酸化応答（ARE）エレメントに結合する転写活性化因子。酸化ストレスに応答した遺伝子の協調的な上方制御に重要である。βグロビン遺伝子座制御領域の過感受性部位2のエンハンサー活性を媒介することにより、βグロビンクラスター遺伝子の転写活性化に関与している可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Phospho-Nrf2 (Ser40) 抗体を使用した K562、Hela 溶解物中の Phospho-Nrf2 (Ser40) のウェスタン ブロット分析。
	

	Nrf2（リン酸化S40）抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

